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平
安
時
代
は
、
文
学
作
品
に
限
っ
て
も
、
一
五
〇
蘭
曲
の
多
様
な
色
彩
が
描

か
れ
て
い
る
。

 
こ
れ
ら
の
色
彩
の
種
類
は
、
日
記
・
物
語
等
の
貴
族
的
文
学
に
は
一
四
四
種

も
見
ら
れ
、
九
四
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
、
庶
民
的
と
補

い
え
る
説
話
文
学
に
は
六
二
種
で
、
四
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
す
ぎ
な
い
。

 
と
く
に
、
王
朝
に
な
っ
て
生
ま
れ
た
、
高
度
の
技
術
を
駆
使
し
、
当
時
の
人

び
と
の
き
わ
め
て
繊
細
・
鋭
敏
な
感
覚
と
、
磨
き
ぬ
か
れ
た
美
的
意
識
な
ど
を

基
盤
と
し
た
、
複
雑
で
、
微
妙
・
優
麗
な
色
彩
は
、
物
語
文
学
関
係
に
は
そ
の

殆
ど
す
べ
て
が
と
り
あ
げ
ら
れ
、
用
例
も
非
常
に
多
い
。
し
か
し
、
説
話
文
学

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注
1

に
は
種
類
も
僅
少
で
あ
り
、
用
例
も
ま
こ
と
に
少
な
い
。
詳
細
は
得
平
を
御
参

照
い
た
だ
き
た
い
が
、
両
者
に
は
こ
の
よ
う
な
差
異
が
み
ら
れ
る
。

 
小
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
色
彩
の
中
か
ら
「
紺
」
を
と
り
あ
げ
、
こ
の
色
を
と

お
し
て
「
今
昔
物
語
集
」
の
性
格
を
垣
間
見
た
い
と
考
え
て
い
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注
2

 
「
紺
」
は
平
安
の
諸
作
品
の
中
で
、
最
も
「
今
昔
物
語
集
」
に
多
い
。

二

 
ま
ず
「
紺
」
を
通
時
的
に
み
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

ω
上
代
で
は
「
古
事
記
」
 
「
万
葉
集
」
に
は
み
ら
れ
な
い
が
、
「
風
土
記
」
に

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注
3

は
鳥
の
色
、
ま
た
温
泉
の
色
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
「
日
本
書
紀
」
に

は
四
例
見
え
、
大
化
三
年
孝
徳
天
皇
の
條
に
「
毛
玉
、
制
二
七
色
一
十
三
階
之

冠
一
。
一
日
、
織
冠
。
 
…
…
五
日
、
青
魚
…
…
大
耳
冠
…
…
小
罪
冠
…
…
服
色

馳
並
用
レ
紺
。
 
…
…
七
日
、
建
武
初
位
。
又
名
二
5
1
身
一
。
…
…
以
レ
紺
裁
二
十
諸
縁
一
。
」

 
（
下
三
〇
四
．
五
）
と
あ
る
。
こ
の
他
は
、
百
済
、
蝦
夷
関
係
の
者
へ
の
賜
物
と
し

て
の
紺
布
、
紺
総
、
（
F
三
六
七
、
下
五
ゴ
ニ
）
で
あ
る
。
孝
徳
紀
に
よ
れ
ば
、
五
番
目

の
位
階
の
服
色
、
七
番
目
の
位
階
の
冠
の
縁
の
色
で
、
下
位
に
該
当
す
る
色
と

い
っ
て
よ
い
。

 
こ
の
こ
と
は
「
令
」
の
「
紺
」
の
例
を
み
る
之
明
確
に
な
る
。
 
「
凡
蓋
。

太
子
。
…
…
親
王
。
…
…
一
位
深
緑
。
三
位
以
上
紺
。
四
位
繧
。
」
（
儀
制
令
第
＋

八
、
三
四
七
）
、
 
「
凡
服
色
。
白
。
，
黄
菅
。
…
…
紺
。
繧
。
桑
。
黄
。
楷
衣
。
秦
。

柴
。
橡
墨
。
」
（
衣
服
令
第
＋
九
、
三
五
四
）
、
「
制
服
宮
入
、
深
緑
以
下
。
兼
得
レ
服

之
。
…
…
緑
。
．
繧
。
細
…
纈
。
及
紅
襯
。
」
（
衣
服
令
第
＋
九
、
三
五
六
）
な
ど
で
、
蓋
の
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色
と
し
て
は
皇
太
子
以
下
四
位
以
上
の
場
合
の
三
・
二
位
で
あ
る
か
ら
割
合
下

位
。
服
色
序
列
で
は
、
上
位
か
ら
十
一
番
目
、
下
位
か
ら
八
番
目
で
、
と
く
に

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注
4

「
黄
」
以
下
は
無
位
の
官
人
、
家
人
奴
婦
着
用
の
色
で
あ
る
か
ら
位
階
と
し
て

は
「
紺
」
は
下
位
に
該
当
す
る
。
女
性
の
制
服
の
襯
の
色
も
、
無
位
宮
人
と
庶

 
 
 
 
 
キ

女
の
場
合
で
あ
る
か
ら
下
位
の
者
に
あ
て
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
い
ず
れ

も
「
紺
」
は
下
位
の
服
装
の
色
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
 
「
朝
服
衛
府
二
佐
。

…
…
其
志
以
上
。
…
…
兵
衛
。
…
…
位
襖
。
…
…
率
直
等
日
。
加
二
挫
甲
一
帯
レ
槍
。
以
二
位

襖
一
代
二
綿
襖
一
。
」
（
衣
服
当
国
＋
九
、
三
五
七
）
「
凡
兵
士
。
毎
レ
火
。
紺
布
幕
一
口
。
着
レ

裏
。
．
…
…
皆
令
二
自
備
一
d
不
・
可
二
閾
少
一
。
」
（
遅
遅
令
第
＋
七
、
三
二
〇
）
と
あ
る
の
を

み
る
と
、
武
官
の
朝
服
の
、
督
、
佐
、
大
尉
、
少
尉
、
．
大
志
、
少
志
以
下
の
下

位
の
兵
衛
の
襖
の
服
色
に
あ
て
ら
れ
、
ま
た
、
兵
士
が
一
単
位
ご
と
に
備
え
て

お
く
天
幕
の
色
と
も
さ
れ
、
「
紺
」
が
軍
・
武
関
係
に
関
連
が
あ
る
よ
う
で
あ

る
。 

こ
の
よ
う
に
上
代
で
は
、
規
定
の
上
で
は
「
紺
」
は
概
し
て
、
、
位
階
の
低

い
者
、
武
官
に
か
か
わ
る
色
と
い
っ
て
よ
い
。

②
な
お
・
「
延
直
民
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
羅
」
薦
み
る
と
・
斎
院
司
・
申

務
省
、
中
宮
職
、
大
舎
人
寮
、
図
書
寮
、
縫
殿
寮
、
内
蔵
寮
、
陰
陽
寮
、
大
蔵

省
、
大
炊
寮
、
主
殿
寮
、
典
薬
寮
、
掃
部
寮
、
内
膳
司
、
造
酒
司
、
采
女
司
、

主
水
司
、
春
宮
坊
、
左
右
近
衛
府
、
左
右
衛
門
府
、
左
右
兵
衛
府
な
ど
の
諸
官

 
 
 
 
 
 
 
 
 
ぶ
 
 
い
ま
ま
み
り
 
こ
お
に
 
し
ゅ
し
ん
ち
や
う
 
さ
か
べ
 
も
ひ
と
り
．
べ

庁
で
、
駕
輿
丁
、
仕
丁
、
夫
、
 
今
良
、
振
子
、
守
辰
・
丁
、
酒
部
、
水
盛
、

か
し
は
べ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
と
き
も
り

膳
部
。
ま
た
、
狩
子
、
犬
飼
。
女
性
も
米
を
春
く
丁
丁
な
ど
、
概
し
て
身
分

の
低
い
者
の
衣
類
の
色
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
帯
刀
、
近
衛
、
門
部
、
物

部
、
衛
士
、
府
生
、
兵
衛
な
ど
、
そ
の
多
く
が
武
に
関
係
の
あ
る
職
の
服
色
で

も
あ
る
。

㈲
中
古
で
は
、
詩
歌
関
係
で
は
「
歌
合
集
」
の
紺
瑠
璃
の
唐
衣
。
 
「
梁
塵
秘

抄
」
の
衣
服
の
紺
、
狩
襖
の
紺
。
 
「
本
朝
文
粋
」
の
紺
頂
、
青
紺
、
紺
瑠
璃
の

紙
。
 
「
菅
家
文
章
」
の
紺
紙
、
紺
瑠
璃
紙
。
物
語
文
学
関
係
で
は
「
落
窪
物

語
」
の
紺
紙
。
「
宇
津
保
物
語
」
の
こ
ん
・
る
り
（
楽
器
、
大
殿
、
碁
石
、
ゑ

ぶ
く
ろ
）
、
こ
ん
わ
た
（
置
の
こ
も
）
。
 
「
源
氏
物
語
」
は
紺
瑠
璃
（
壼
、
杯
、
瓶

子
）
、
紺
地
の
袋
（
琴
）
。
 
「
栄
花
物
語
」
が
賊
難
（
経
）
、
紺
瑠
璃
（
法
成
寺

金
堂
の
下
）
、
紺
瑠
璃
の
唐
衣
、
紺
地
錦
（
折
立
）
。
 
「
海
鏡
」
に
紺
の
水
干
。
こ
れ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注
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ら
の
例
か
ら
み
て
、
「
紺
」
と
い
っ
て
も
紺
瑠
璃
の
色
が
多
い
こ
と
。
ま
た
経

典
の
料
紙
が
少
な
か
ら
ず
あ
り
、
漁
色
と
し
て
の
「
紺
」
は
「
梁
塵
三
二
」
の

二
例
と
「
今
鏡
」
の
一
例
に
す
ぎ
な
い
。

 
説
話
関
係
で
は
、
「
法
華
経
験
記
」
に
紺
紙
。
「
打
聞
集
」
に
紺
瑠
璃
の
壼
。

 
 
 
 
 
 
 
マ
マ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
め
 
 
さ
ジ
つ

「
宝
物
集
」
に
紺
菌
種
の
池
、
紺
紙
（
経
）
。
「
往
生
要
集
」
に
紺
（
目
の
相
）
、

紺
瑠
璃
（
眉
、
髪
）
。
 
「
古
本
説
話
集
」
は
紺
の
襖
。
こ
れ
ら
の
作
品
も
、
服

色
は
「
古
本
説
話
集
」
の
一
例
の
み
。

 
こ
れ
に
対
し
て
、
「
今
昔
物
語
集
」
で
は
、
紺
瑠
璃
（
壷
）
、
紺
紙
（
経
）
、

紺
の
布
（
舟
の
周
囲
に
引
く
）
、
紺
の
布
（
盗
人
の
お
礼
の
布
）
、
紺
の
狩
衣
、
紺
の
水
旱

（
干
）
三
例
、
紺
の
襖
三
例
で
、
，
衣
類
が
九
例
を
占
め
て
い
る
。

 
中
古
の
作
品
で
は
、
物
語
関
係
の
作
に
は
、
豪
華
な
紺
瑠
璃
、
錦
の
「
紺
」

が
経
典
、
調
度
、
唐
衣
の
色
と
し
て
描
か
れ
、
説
話
関
係
で
も
仏
教
説
話
で
同

様
の
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
 
「
紺
」
そ
の
も
の
が
形
容
す
る
衣
服
は
、
狩
襖
、
水

干
（
旱
）
、
水
干
袴
、
襖
、
狩
衣
に
限
ら
れ
、
そ
れ
が
と
く
に
「
今
昔
」
に
多

い
こ
と
が
注
目
き
れ
る
。

ω
中
世
で
は
、
和
歌
・
連
歌
に
は
み
ら
れ
な
い
。
 
「
宇
治
拾
遺
物
語
」
に
紺
の

襖
、
「
紺
の
洗
ひ
ざ
ら
し
」
の
襖
。
「
古
今
著
聞
集
」
に
紺
紙
。
「
沙
石
集
」
に
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紺
紙
。
 
「
徒
然
草
」
．
に
紺
の
布
。
「
増
鏡
」
に
紺
む
ら
濃
の
指
貫
、
こ
ん
く
＼

り
物
（
引
寓
物
）
、
紺
地
の
軍
袴
、
紺
地
の
錦
（
包
）
。
「
平
治
物
語
」
に
紺
地

の
錦
の
直
垂
。
「
平
家
物
語
」
に
紺
地
の
錦
の
直
垂
が
四
例
、
紺
藍
摺
の
布

（
か
づ
け
物
）
、
紺
村
滋
の
直
垂
が
二
例
、
こ
む
ら
こ
の
か
た
び
ら
、
紺
か
き
三

例
。
 
「
太
平
記
」
 
に
．
「
紺
唐
綾
威
ノ
鎧
」
が
二
例
、
 
「
紺
糸
ノ
鎧
（
冑
）
」

が
五
例
、
 
「
紺
地
ノ
錦
ノ
直
垂
」
、
 
「
紺
地
錦
冑
直
垂
」
、
そ
の
他
言
殿
（
伏

見
殿
）
、
紺
紙
（
法
華
経
）
。
 
「
曽
我
物
語
」
に
は
紺
の
手
綱
、
紺
の
小
袴
、

紺
地
の
袴
。
「
義
経
記
」
に
は
守
刀
の
柄
鞘
、
紺
地
の
錦
、
紺
地
の
錦
の
経
袋

二
例
、
紺
葛
の
袴
二
例
、
紺
の
布
（
御
幣
の
料
）
。
こ
れ
ら
が
「
紺
」
の
例
の

 
 
 
 
 
 
 
ア
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
し

す
べ
て
で
あ
る
。

 
中
世
の
諸
作
品
で
は
、
中
古
の
紺
瑠
璃
な
ど
美
麗
な
色
は
殆
ど
な
く
、
経
典

の
料
紙
な
ど
は
あ
る
が
、
服
色
、
そ
れ
も
襖
、
袴
の
類
と
、
あ
ら
た
な
直
垂
、

鎧
の
色
に
多
い
。
こ
れ
ら
は
主
と
し
で
軍
記
物
語
に
み
ら
れ
る
。

 
以
上
の
よ
う
に
、
通
時
的
に
み
た
「
紺
」
の
傾
向
を
ふ
ま
え
な
が
ち
、
以
下

「
今
昔
物
語
集
」
の
「
紺
」
を
考
察
し
て
ゆ
き
た
い
。

 
 
 
 
 
 
 
 
三

 
は
じ
め
に
、
 
「
今
昔
」
の
「
紺
」
の
用
例
を
掲
げ
て
み
る
。

①
三
蔵
、
紺
瑠
璃
ノ
壼
ヲ
机
ノ
上
二
置
テ
、
…
…
祈
り
申
シ
給
フ
ニ
、
七
日
過
ヌ
。
（
巻

 
第
六
一
第
四
 
、
 
二
一
山
ハ
［
4

②
其
ノ
中
二
多
ノ
経
巻
ヲ
安
置
シ
奉
レ
、
、
。
黄
ナ
ル
紙
・
朱
ノ
軸
、
紺
ノ
紙
・
玉
・
軸
也
、

 
皆
金
銀
ヲ
以
テ
書
タ
リ
。
（
巻
第
＋
＝
丁
第
八
、
三
⊥
一
一
九
）

③
其
ノ
前
ニ
ハ
、
藺
笠
着
タ
ル
者
、
身
ニ
ハ
 
紺
ノ
狩
衣
ヲ
着
タ
リ
、
肱
ニ
ハ
赤
キ
革
ヲ

 
凸
版
ニ
シ
 
 
（
巻
第
十
九
-
第
八
、
四
1
七
八
）

 
う
↑
タ
リ
、
9
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で
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④
「
…
…
『
年
四
十
許
ナ
ル
男
ノ
髭
賓
ゲ
黒
キ
ガ
、
綾
藺
笠
ヲ
着
テ
、
範
黒
ナ
ル
大
胡
録
ヲ

 
負
テ
、
革
巻
タ
ル
弓
ヲ
持
テ
、
紺
ノ
水
面
ヲ
着
テ
、
夏
毛
ノ
行
騰
、
白
［
ロ
ヲ
履
テ
、

 
黒
蝿
ノ
太
刀
ヲ
帯
テ
、
葦
毛
ノ
馬
二
乗
テ
来
ル
民
有
ラ
バ
、
其
レ
ヲ
必
ズ
観
音
ト
知
り

 
魚
鋤
シ
」
ト
告
ル
ヲ
聞
ク
」
ト
思
フ
程
二
夢
メ
覚
ヌ
。
 
（
巻
第
＋
九
i
第
＋
一
、
四
-
八
八
）

⑤
其
レ
ヲ
歳
三
十
許
ノ
男
ノ
覧
影
頁
ナ
ル
ガ
、
元
文
ノ
袴
二
紺
ノ
洗
爆
ノ
十
二
、
歓
冬
ノ
衣
ノ

 
怯
ト
吉
．
被
曝
タ
ル
ヲ
着
テ
、
猪
ノ
逆
頬
ノ
尻
鞘
シ
タ
ル
太
刀
帯
シ
テ
、
〔
巻
第
二
＋
ゴ
丁
第

 
十
五
、
四
一
二
五
一
）

⑥
其
ノ
國
二
以
下
維
茂
ト
話
者
有
ヶ
リ
。
…
…
「
…
…
命
惜
ヵ
一
・
ム
者
国
連
二
可
留
シ
」
ト

 
云
テ
、
我
ハ
紺
ノ
襖
二
男
冬
ノ
衣
ヲ
着
テ
、
夏
毛
ノ
行
騰
二
履
、
綾
藺
笠
ヲ
着
テ
、

 
征
箭
量
許
、
上
指
鷹
跨
二
亦
指
タ
ル
胡
録
ヲ
負
テ
、
手
二
太
キ
弓
ノ
革
所
ぐ
巻
タ
ル

．
ヲ
持
テ
、
打
出
ノ
太
刀
帯
テ
、
腹
葦
毛
ナ
ル
馬
ノ
長
七
寸
感
ニ
テ
打
ハ
へ
長
キ
ガ
、
極

 
タ
ル
一
物
ノ
准
 
退
ナ
ル
ニ
乗
テ
、
 
（
巻
第
二
十
五
-
第
五
、
四
一
三
七
八
．
九
）

⑦
「
…
…
軍
百
人
許
ナ
ム
…
…
其
ノ
中
二
、
大
キ
ナ
ル
葦
毛
ノ
馬
二
乗
テ
、
紺
ノ
襖
二
欺

 
冬
ノ
衣
魚
タ
ル
者
ノ
、
綾
藺
笠
ヲ
着
テ
、
夏
毛
ノ
行
騰
シ
タ
ル
ナ
ム
、
中
二
勝
レ
テ
主

 
人
ト
見
へ
侍
ッ
ル
」
ト
云
ヘ
バ
、
（
巻
第
二
＋
五
i
第
五
、
四
-
三
七
九
）

⑧
門
ノ
脇
二
三
タ
リ
ッ
ル
皮
子
ヲ
ニ
乍
ラ
取
入
テ
開
テ
見
レ
バ
、
 
一
ッ
ニ
ハ
文
ノ
綾
十
疋
・

 
美
八
丈
十
疋
・
畳
綿
百
両
入
タ
リ
。
今
一
ニ
ハ
白
キ
六
丈
・
細
布
十
段
・
紺
ノ
布

 
十
段
入
タ
リ
。
（
巻
第
二
＋
六
一
第
＋
八
、
四
一
四
六
六
）

⑨
…
…
此
ク
云
・
大
徳
・
車
、
既
二
借
持
来
ヌ
。
下
簾
ヲ
垂
テ
、
此
・
三
人
・
兵
、

 
賎
ノ
 
紺
ノ
水
干
袴
ナ
ド
ヲ
着
乍
・
乗
ヌ
。
（
巻
第
二
＋
八
-
第
二
、
五
i
妻
）

⑩
今
ハ
昔
、
東
ノ
人
群
不
知
ズ
シ
テ
、
花
山
・
院
・
御
門
ヲ
、
馬
・
一
乗
乍
・
渡
二
ヶ
リ
。

 
…
…
年
三
余
許
ノ
 
男
ノ
、
墨
黒
ク
、
影
賓
ク
キ
吉
キ
ガ
、
…
…
綾
藺
笠
ヲ
モ
着
セ

 
乍
フ
有
ル
ニ
、
笠
ノ
下
ヨ
リ
ロ
テ
見
ユ
ル
顔
、
現
二
吉
キ
者
ト
見
エ
テ
、
魂
有
フ
ム
ト

 
思
ユ
。
紺
ノ
水
三
二
白
キ
帷
ヲ
着
テ
、
夏
毛
ノ
行
騰
ノ
塩
付
キ
白
ク
色
赤
キ
ヲ
注
目
リ
。
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打
出
・
大
刀
ヲ
帯
テ
、
節
黒
ノ
胡
録
ノ
、
鷹
雪
持
並
征
箭
四
十
許
差
タ
ル
重
罰
リ
。

 
蜜
簿
ハ
塗
常
設
ナ
ル
ベ
シ
、
黒
ク
［
目
メ
キ
テ
見
ユ
。
 
猪
ノ
片
股
ヲ
履
タ
リ
。
革
所
ζ

 
巻
タ
ル
弓
ノ
太
キ
ヲ
持
タ
リ
。
、
真
鹿
毛
ナ
ル
馬
ノ
法
師
髪
ニ
テ
、
長
五
ッ
キ
許
ナ
ル
ガ
、

 
足
固
ク
テ
年
七
八
歳
許
也
。
（
巻
第
二
＋
八
一
第
揖
七
、
五
一
＝
五
）

⑪
今
ハ
昔
、
大
蔵
ノ
翼
下
ノ
史
生
二
宗
岡
ノ
高
運
ト
云
フ
者
有
キ
。
…
…
其
舟
二
、

 
…
…
朱
塗
タ
ル
高
欄
ヲ
造
り
渡
シ
テ
、
下
ニ
ハ
紺
ノ
布
ヲ
引
タ
リ
。
 
（
巻
第
三
＋
丁
第
五
、

 
五
」
二
五
五
）

以
上
が
全
用
例
で
あ
る
。
①
は
佛
舎
利
の
壼
の
瑠
璃
の
色
、
②
は
経
巻
の
紙
の

色
で
、
い
ず
れ
も
仏
教
関
係
。
⑪
は
さ
ま
ざ
ま
に
飾
っ
た
舟
に
め
ぐ
ら
し
た
布

の
色
で
、
こ
の
舟
を
上
達
部
・
殿
上
人
が
「
何
・
宮
・
女
房
・
物
見
ル
ニ
ヵ
」
と
た

ず
ね
た
程
だ
ど
い
う
か
ら
豪
華
な
物
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
「
今
昔
」
に
も
、

こ
れ
ら
の
よ
う
に
物
語
作
品
に
描
か
れ
る
よ
う
な
場
の
「
紺
」
も
あ
る
が
、
そ

れ
は
こ
れ
ら
三
例
に
と
ど
ま
る
。

 
③
の
狩
衣
、
④
⑩
の
水
爆
、
⑨
の
水
干
袴
、
⑤
⑥
⑦
の
襖
、
⑧
の
布
、
こ
れ

ら
の
殆
ど
が
服
色
と
し
，
て
人
物
描
写
に
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

 
襖
は
「
令
」
に
武
官
の
礼
服
・
朝
服
と
し
て
規
定
さ
れ
、
「
令
集
解
」
に

「
謂
二
無
上
衣
一
也
」
と
あ
り
、
欄
の
つ
か
な
い
表
割
で
あ
る
。
令
條
が
定
め
ら

れ
て
か
ら
、
文
官
は
有
三
衣
、
武
官
は
無
欄
衣
で
、
砲
、
襖
の
二
字
で
文
武
を

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注
8

分
け
た
よ
う
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
な
お
、
「
西
熊
フ
ニ
直
垂
ハ
襖
ヨ
リ
出
シ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
注
9

モ
ノ
ニ
ハ
ア
ラ
ザ
ル
カ
」
と
も
あ
る
。
前
掲
二
の
「
紺
」
の
例
で
も
兵
衛
で
あ

り
、
前
記
の
「
延
喜
式
」
の
例
も
、
、
帯
刀
舎
人
、
府
生
、
門
部
、
兵
衛
、
尉
、

志
の
服
と
さ
れ
て
い
る
。

 
狩
衣
は
、
「
淳
和
天
皇
…
…
幸
二
泥
檸
池
「
羅
二
猟
水
鳥
一
心
二
紫
野
院
一
…
…
侍
臣

許
狩
衣
五
位
及
院
預
山
城
国
費
已
上
賜
レ
禄
」
と
見
え
、
も
と
猟
場
で
用
い
る

 
 
 
 
 
 
注
1
0

服
で
あ
る
と
い
う
。
 
「
も
と
は
民
間
の
服
で
狩
の
時
に
用
い
た
。
そ
れ
が
や
が

て
公
家
の
常
服
と
な
り
、
次
い
で
六
位
以
下
 
（
地
下
）
 
の
正
服
と
な
っ
た
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注
1
1

し
か
し
鎌
倉
時
代
と
な
る
と
武
家
で
は
こ
れ
を
礼
装
に
用
い
た
の
で
」
と
も
あ

る
。 

水
旱
は
、
「
此
服
属
直
垂
ヲ
著
ベ
キ
所
ニ
モ
用
ヰ
又
競
馬
鷹
狩
属
下
モ
用
ヰ

 
 
 
 
注
1
2

ラ
レ
タ
リ
」
 
「
〔
万
丈
雑
記
〕
二
水
干
官
服
に
非
ず
官
位
な
き
人
の
着
る
物
な

 
 
 
 
 
注
1
3

り
。
．
ト
ア
ル
」
と
あ
り
、
ま
た
、
「
初
め
は
私
服
で
あ
り
、
源
流
は
狩
衣
と
等

し
く
、
一
般
の
大
衆
が
用
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
や
が
て
藤
原
時
代
に
は
下
級

の
官
人
や
武
士
が
着
用
し
た
。
鎌
倉
時
代
か
ら
は
狩
衣
と
同
D
く
武
家
の
礼
装

と
な
っ
た
。
公
家
で
は
鷹
狩
に
用
い
ら
れ
近
世
か
ら
は
蹴
鞠
の
時
に
も
用
い
ら

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注
1
4

れ
た
。
こ
れ
が
鞠
水
干
で
あ
る
。
」
と
言
わ
れ
る
。

 
襖
の
紺
の
例
は
、
中
古
か
ら
中
世
へ
か
け
て
「
梁
塵
秘
抄
」
に
一
例
、
「
古

本
説
話
集
」
に
一
例
、
 
「
宇
治
拾
遺
物
語
」
に
二
例
み
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る
．

が
、
「
今
昔
」
に
多
い
こ
と
は
注
目
し
た
い
。
紺
の
狩
衣
は
、
上
代
、
中
古
、

中
世
を
と
お
し
て
「
今
昔
」
だ
け
で
「
延
喜
式
」
に
さ
え
み
え
な
い
こ
と
も
注

意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
水
干
の
紺
は
、
上
代
か
ら
中
世
を
と
お
し
て
、

「
今
鏡
」
に
一
例
で
、
あ
と
は
「
今
昔
」
だ
け
に
み
ら
れ
る
こ
と
庵
考
え
る

べ
き
点
で
あ
ろ
う
。

 
こ
の
よ
う
に
他
の
諸
作
品
に
は
殆
ど
み
ら
れ
な
い
襖
、
狩
衣
、
水
干
の
「
紺
」

が
、
人
物
描
写
の
た
め
に
「
今
昔
」
に
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
他
の

作
品
に
描
か
れ
な
い
よ
う
な
入
々
が
今
昔
に
登
場
す
る
と
も
言
え
る
よ
う
で
あ

る
。 

「
今
昔
」
の
こ
魚
ら
紺
の
服
装
の
人
物
を
前
掲
の
書
例
に
よ
っ
て
具
体
的
に

な
が
め
て
み
よ
う
。
③
は
、
藺
草
で
あ
ん
だ
笠
を
か
ぶ
り
、
赤
革
を
袖
に
し
て
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着
、
袴
に
も
皮
を
つ
け
、
膝
に
は
物
を
巻
き
、
毛
皮
製
の
は
き
物
。
杖
を
持

ち
、
獅
子
の
よ
う
な
犬
に
大
き
な
鈴
を
つ
け
て
い
る
。
そ
う
し
た
鷹
狩
の
時
の

狗
飼
が
着
用
し
て
い
る
の
が
「
紺
」
 
の
狩
衣
で
あ
る
。
夢
中
の
姿
で
は
あ
る

が
、
か
弱
い
生
物
を
容
赦
な
く
殺
す
残
酷
な
荒
々
し
い
下
蔑
な
勢
子
、
 
「
紺
」

の
狩
衣
は
そ
う
し
た
人
物
を
描
き
出
し
て
い
る
。
④
は
二
に
あ
げ
た
「
古
本
説

話
集
」
 
「
宇
治
拾
遺
物
語
」
と
同
じ
説
話
と
す
る
と
、
信
濃
国
の
筑
摩
と
い
う

温
泉
が
舞
台
で
、
そ
の
里
の
人
が
観
音
が
湯
を
浴
び
に
来
ら
れ
る
と
い
う
夢
を

見
る
。
そ
の
お
姿
が
こ
ま
か
く
描
か
れ
、
着
衣
は
「
紺
」
の
水
墨
で
あ
る
と
い

う
。
翌
日
コ
露
違
フ
事
先
シ
。
」
と
い
う
人
物
が
あ
ら
わ
れ
、
集
ま
っ
て
い
た
里

人
た
ち
は
観
音
と
信
じ
一
心
に
礼
拝
す
る
。
そ
の
人
物
も
つ
い
に
は
．
「
我
が
身
ハ

然
バ
観
音
輩
ソ
有
ナ
レ
。
」
と
い
う
気
に
な
っ
て
、
出
家
し
て
し
ま
っ
た
、
と
い
う

話
で
あ
る
。
こ
の
人
物
は
、
「
黒
鉱
レ
音
ヲ
以
ア
、
問
二
、
」
と
あ
り
、
「
生
出
上

野
国
降
卒
ル
至
極
大
主
日
ソ
有
メ
レ
」
と
知
人
が
言
っ
て
い
る
の
で
、
噛
関
東
方
言
で

話
す
東
国
人
。
ま
た
、
 
「
其
庭
二
弓
箭
一
フ
奔
テ
、
兵
杖
ヲ
投
テ
」
の
よ
う
に
武
器

を
持
っ
て
い
た
武
者
と
考
え
ら
れ
る
。
⑤
は
陸
奥
前
司
橘
則
光
が
大
の
男
を
三

人
殺
し
た
。
翌
朝
行
っ
て
み
る
と
、
三
人
の
敵
を
殺
し
た
の
は
自
分
だ
と
名
乗

る
男
が
い
た
。
そ
の
着
衣
が
↓
紺
」
の
洗
爆
の
襖
で
あ
る
。
「
頬
ガ
チ
ニ
テ
謀
反

タ
リ
、
鼻
下
リ
テ
赤
髪
也
。
目
ハ
摺
赤
牛
王
ル
ニ
ャ
有
ラ
ム
、
血
目
二
見
成
テ
、
片
膝
ヲ

突
一
ア
、
「
太
刀
ヲ
襯
二
手
ヲ
態
ア
居
タ
リ
。
」
と
あ
り
、
醜
く
荒
々
し
い
人
物
で
、
則
光

が
「
此
ノ
奴
・
此
ク
名
乗
シ
バ
」
と
心
耳
思
っ
て
い
る
と
あ
る
か
ら
身
分
の
低
い

者
で
、
覧
膨
頁
で
猪
の
逆
頬
の
尻
鞘
の
太
刀
に
鹿
皮
の
沓
を
は
い
て
い
た
と
い

う
、
武
を
役
と
し
た
者
で
あ
っ
た
ろ
う
。
⑥
は
、
平
熱
茂
が
藤
原
諸
任
と
戦

い
、
そ
の
首
を
討
っ
た
時
の
話
。
百
余
人
の
兵
を
ひ
き
い
て
攻
め
に
行
く
、
そ

れ
が
例
示
し
た
と
お
り
の
姿
で
、
「
紺
」
の
襖
に
歓
冬
の
衣
を
着
用
し
、
持
物
、

「
今
昔
物
語
集
」
の
…
面
 
t
「
紺
」
を
と
お
し
て
一

乗
馬
に
い
た
る
ま
で
、
色
か
ら
形
か
ら
詳
述
し
て
い
る
。
維
茂
は
代
々
兵
の
家

柄
で
あ
り
、
彼
自
身
も
「
東
八
ヶ
国
二
名
挙
テ
、
弥
・
並
ビ
先
キ
兵
二
被
云
ヶ
ル
。
」
と

あ
り
、
武
名
を
あ
げ
た
人
物
、
そ
し
て
東
国
に
関
係
深
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

⑦
の
例
は
、
こ
れ
と
同
一
人
物
で
あ
る
。
⑧
は
、
観
硯
聖
人
が
在
俗
の
時
の

話
。
昔
、
観
硯
が
助
け
た
盗
人
が
そ
の
恩
を
感
じ
、
彼
を
助
け
物
ま
で
贈
っ

た
。
そ
の
贈
物
の
猶
子
の
一
つ
の
中
に
「
紺
」
の
布
十
段
が
入
っ
て
い
た
。
観

硯
は
「
東
ヨ
リ
モ
極
ク
不
合
三
ア
上
タ
リ
ヶ
レ
バ
、
待
受
ヶ
ム
妻
子
ノ
為
ニ
モ
恥
ヵ
シ
ク
思
ヶ
ル

ニ
、
忌
物
共
ヲ
得
ク
レ
バ
、
喜
ク
テ
、
田
舎
ノ
物
ヲ
具
シ
テ
上
タ
ル
様
二
思
ハ
セ
テ
有
ヶ
ル
。
」

と
あ
る
よ
う
に
、
東
国
の
土
産
、
田
舎
の
品
物
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
と
考
え
る

よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
人
物
描
写
の
た
め
の
「
紺
」
で
は
な
い
が
、
盗
賊

の
頭
の
持
物
で
あ
っ
た
も
の
、
そ
し
て
東
国
の
品
に
ふ
さ
わ
し
い
物
と
思
わ
れ

た
、
そ
う
し
た
「
紺
」
の
性
格
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
⑨
は
、
摂
津
守
源
頼

光
の
郎
等
三
人
が
、
賀
茂
祭
の
翌
日
の
行
列
の
還
る
日
に
、
見
物
の
た
め
車
を

か
り
て
乗
っ
た
が
、
乗
っ
た
こ
と
も
な
い
者
た
ち
な
の
で
、
車
の
は
げ
し
い
動

揺
の
た
め
、
ひ
ど
い
目
に
あ
い
、
中
で
悲
鳴
を
あ
げ
る
の
を
「
横
ナ
ハ
リ
タ
ル
音

共
ニ
テ
」
「
東
鷹
ノ
鳴
合
タ
ル
様
ニ
ヅ
」
と
東
国
誰
を
馬
鹿
に
し
て
い
る
。
「
東
ニ
チ
モ

度
々
吉
キ
事
共
ヲ
シ
テ
、
七
二
被
恐
・
ル
兵
共
也
ヶ
レ
バ
」
 
と
い
う
武
勇
に
強
い
男

達
。
そ
し
て
「
千
人
目
軍
ノ
中
二
馬
ヲ
牽
フ
セ
テ
入
フ
ム
事
ハ
、
常
二
習
ピ
タ
ル
事
ナ
レ
バ
不

義
ズ
。
」
と
い
う
武
者
も
、
都
の
女
車
の
中
で
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
、
そ
う
し

た
、
東
国
の
兵
の
姿
が
「
紺
」
の
水
干
袴
で
描
か
れ
て
い
る
。
⑩
は
花
山
院
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注
1
5

御
所
と
も
知
ら
ず
馬
に
乗
っ
た
ま
ま
通
過
し
た
人
物
の
姿
が
例
文
の
と
お
り
、

実
に
具
体
的
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
紺
」
の
水
旱
着
用
の
人
物
は
、
院

の
御
所
と
も
知
ら
な
い
都
な
れ
な
い
田
舎
者
で
あ
り
、
「
東
・
認
否
不
知
ズ
シ
テ
」

と
あ
り
東
国
人
で
あ
る
。
花
山
院
が
「
極
ク
乗
タ
リ
」
と
感
嘆
さ
れ
る
程
、
一
物
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0

の
真
鹿
毛
を
乗
り
ま
わ
し
、
笠
の
下
か
ら
見
え
る
顔
も
凛
々
し
く
し
っ
か
り
し

た
男
で
あ
っ
た
ろ
う
。
院
が
、
「
其
奴
」
「
此
奴
ハ
極
ヵ
リ
ヶ
ル
選
入
ヵ
ナ
」
な
ど
と

仰
せ
ら
れ
た
と
い
う
か
，
ら
身
分
の
高
い
者
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
と
も
か

く
武
具
一
切
を
身
に
つ
け
て
い
た
か
ら
兵
で
あ
り
、
か
っ
東
国
人
で
あ
っ
た
。

 
以
上
の
よ
う
に
、
 
「
今
昔
」
の
「
紺
」
の
殆
ど
を
占
め
る
襖
、
狩
衣
、
水
旱

は
、
い
ず
れ
も
人
物
描
写
の
た
め
に
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
概
し
て
、
荒

々
し
く
粗
野
で
、
身
分
も
低
い
が
、
武
力
に
強
く
、
方
言
で
し
ゃ
べ
る
東
国
人

で
あ
る
、
そ
う
し
た
兵
の
姿
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
男
性
ば
か
り
で
あ
る

こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

 
「
今
昔
」
で
は
前
掲
の
諸
職
に
み
ら
れ
る
と
お
り
、
「
紺
」
の
水
干
、
狩

衣
、
襖
を
着
用
し
た
人
物
の
、
そ
の
容
姿
を
色
か
ち
形
か
ら
実
に
詳
細
に
描
い

て
い
る
。
 
「
…
…
…
そ
の
描
き
方
も
、
主
と
し
て
肉
体
や
行
為
を
ね
ら
ひ
、
女
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流
の
物
語
の
や
う
に
衣
裳
や
心
理
、
情
緒
と
い
っ
た
も
の
は
か
へ
り
み
な
い
」

と
言
わ
れ
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
容
姿
を
こ
れ
程
詳
述
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と

に
「
今
昔
」
の
一
面
の
意
図
が
あ
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

 
な
お
、
⑨
の
例
で
は
、
「
紺
」
の
水
干
袴
も
「
賎
・
」
と
の
べ
て
い
る
。
こ

れ
は
、
都
の
ど
こ
そ
こ
の
宮
家
の
女
房
の
姿
を
ふ
ま
え
て
「
紺
」
の
水
干
袴
を

み
て
、
こ
の
よ
う
に
感
じ
て
い
る
の
で
あ
り
、
当
時
の
上
流
階
級
の
み
る
目
か

ら
す
れ
ば
、
「
蔑
」
と
感
じ
ら
れ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

 
中
古
ま
で
の
作
品
に
は
、
「
今
昔
」
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
「
紺
」
の
例
は
前

述
の
よ
う
に
稀
で
あ
る
が
、
「
古
本
説
話
集
」
の
一
例
の
「
紺
」
の
襖
は
、

「
今
昔
」
の
④
と
共
通
の
話
（
た
だ
し
水
霜
）
。
「
今
鏡
」
の
一
例
の
「
紺
」
の

水
干
は
、
藤
原
伊
通
が
位
階
を
人
に
こ
え
ら
れ
、
職
を
辞
し
て
籠
っ
て
い
て
、

「
さ
て
褐
に
紺
の
水
干
と
か
に
、
紅
の
衣
と
か
着
て
、
馬
に
て
川
尻
へ
、
か
ね

と
か
い
ふ
遊
女
の
許
お
は
し
け
る
道
に
、
」
と
あ
っ
て
、
後
に
は
太
政
大
臣
に

な
る
人
物
で
は
あ
っ
た
が
、
腹
立
ち
ま
ぎ
れ
に
放
浪
す
る
時
期
の
姿
で
、
「
紺
」

の
水
干
も
そ
れ
故
の
着
用
で
あ
っ
た
ろ
う
。
時
代
も
平
治
の
乱
後
で
君
徳
天
皇

の
年
代
で
あ
っ
た
。
あ
と
は
、
 
「
梁
塵
義
血
」
の
「
燭
武
者
の
好
む
も
の
 
細
．

よ
紅
山
吹
濃
き
蘇
芳
、
茜
寄
生
樹
の
摺
り
、
良
き
弓
胡
隷
馬
食
太
刀
腰
刀
、
鎧

冑
に
、
脇
楯
籠
手
具
し
て
、
」
（
四
三
）
と
、
「
粥
東
よ
り
昨
日
来
れ
ば
妻
も
持
た

ず
、
此
の
着
た
る
紺
の
狩
襖
に
女
換
へ
給
べ
」
（
四
二
七
）
の
二
例
で
あ
る
。

「
紺
」
は
、
武
者
の
好
む
も
の
の
筆
頭
に
あ
げ
ら
れ
、
か
つ
、
京
へ
上
っ
て
き
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た
ば
か
り
の
東
国
人
の
着
用
し
て
い
る
の
が
「
紺
」
の
狩
場
で
あ
る
。
つ
ま

り
、
「
今
昔
」
の
「
紺
」
の
呈
色
の
人
物
が
端
的
に
集
約
さ
れ
て
い
る
と
言
え

よ
う
。

 
次
代
の
中
世
で
は
、
「
紺
」
の
装
束
は
「
宇
治
拾
遺
物
語
」
に
二
例
。
「
八
九

信
濃
国
筑
摩
湯
に
観
音
沐
浴
事
 
巻
六
・
七
」
三
〇
六
）
、
と
「
」
三
二
則
光
盗
人

を
き
る
事
巻
ニ
ノ
八
」
三
一
九
）
'
で
、
「
今
昔
」
の
④
と
⑤
と
同
じ
話
で
あ

る
。
「
増
鏡
」
の
例
は
、
「
あ
ま
り
に
染
め
つ
く
し
て
、
…
…
紺
む
ら
濃
の
指

貫
を
さ
へ
…
」
三
烹
）
と
あ
り
、
何
と
か
い
ケ
山
杖
の
指
貫
が
紺
の
ま
だ
ら

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注
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に
染
め
た
よ
う
に
見
え
た
と
い
う
。
「
そ
れ
も
め
づ
ら
か
に
て
、
い
や
し
く
も

見
え
ざ
り
け
る
と
か
や
。
」
と
あ
り
、
特
別
の
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
「
紺
」

は
も
と
も
ど
「
い
や
し
く
」
感
じ
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
つ
も
う

一
例
は
、
後
宇
多
帝
の
お
召
物
と
し
て
の
「
紺
地
の
袴
」
三
七
五
）
で
、
持
明

院
殿
の
蹴
鞠
会
の
折
と
い
う
特
別
の
場
合
で
あ
る
。

 
こ
れ
ら
の
他
は
い
ず
れ
も
軍
記
物
語
に
見
え
る
。
直
垂
、
鎧
な
ど
武
者
着
用

の
「
紺
」
が
多
い
。
前
記
の
よ
う
に
「
又
思
フ
ニ
直
垂
ハ
襖
ヨ
リ
出
シ
モ
ノ
ニ

 
 
 
 
 
 
注
1
9

ハ
ア
ラ
ザ
ル
カ
」
と
あ
る
が
、
上
代
・
申
古
の
、
「
令
」
「
延
喜
式
」
「
今
昔
」
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に
み
ら
れ
た
襖
が
、
申
世
に
到
っ
て
直
垂
と
し
て
武
人
専
用
の
衣
服
に
限
定
さ

れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
・
「
紺
」
は
「
平
治
」
．
コ
半
煮
」
で
は
直
垂
、
「
太
平
記
」

 
 
 
 
ヨ
ロ
イ

で
は
鎧
、
 
冑
の
色
が
主
と
な
っ
て
い
る
。
 
「
曽
我
」
「
義
経
記
」
で
は
袴
の

色
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
武
者
が
着
用
し
て
お
り
、
平
時
も
袴
な
ど
に
「
紺
」

が
使
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
か
つ
い
ぢ

 
中
世
で
は
こ
れ
ら
の
「
紺
」
は
、
そ
の
濃
い
色
が
褐
色
で
あ
る
こ
と
か
ら

 
 
 
ヘ
 
 
へ

戦
に
勝
つ
こ
と
を
願
う
た
め
好
ま
れ
た
と
い
わ
れ
る
。

 
 
「
紺
」
の
直
垂
、
鎧
の
人
物
は
、
「
平
治
」
の
一
例
は
「
越
後
中
将
成
親
生

年
廿
四
、
紺
地
の
錦
の
直
垂
に
、
繭
黄
お
ど
し
の
鎧
に
」
 
（
源
氏
勢
沙
へ
の
事

一
＝
九
）
と
あ
り
、
こ
れ
は
源
氏
方
で
あ
る
。
「
平
家
」
の
例
は
「
三
位
入
道
七

十
に
あ
ま
（
っ
）
て
い
く
さ
し
て
、
…
…
次
男
源
太
夫
判
官
兼
綱
、
紺
地
の
錦

の
直
垂
に
、
唐
綾
威
の
鎧
き
て
」
（
宮
造
最
期
 
上
⊥
・
＝
五
）
と
い
う
源
氏
方
。

 
「
十
郎
呼
出
は
（
紺
地
の
錦
の
直
垂
に
、
火
お
ど
し
の
塞
き
て
」
 
（
山
門
御
幸
．

＝
δ
）
と
い
う
こ
れ
も
源
氏
方
。
な
お
、
鎌
倉
の
前
右
兵
衛
佐
頼
朝
が
征
夷
将

軍
の
院
宣
を
蒙
っ
た
時
の
使
者
に
引
出
物
と
し
て
贈
っ
た
物
の
中
に
「
紺
藍
摺

白
布
千
端
つ
め
り
」
 
（
征
夷
将
軍
院
宣
 
下
一
三
七
）
と
あ
り
、
鎧
、
直
垂
で
は

な
い
が
、
こ
の
「
紺
」
も
源
氏
方
に
関
係
が
あ
ろ
う
。
ま
た
女
性
の
衣
裳
で
あ

、
る
が
、
い
け
ど
り
の
重
衡
を
頼
朝
の
命
で
伊
豆
国
住
人
狩
野
介
宗
茂
が
も
て
な

す
時
の
女
童
が
「
こ
む
ら
こ
の
か
た
び
ら
き
て
」
（
千
手
前
 
下
二
六
三
）
と
あ
り

 
「
紺
」
を
着
用
し
て
お
り
、
勿
論
源
氏
方
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
獄
門
に
か
け
ら

れ
て
い
た
義
朝
の
首
を
東
山
円
覚
寺
に
お
さ
め
て
お
い
た
と
い
う
の
が
「
紺
」

か
き
男
で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
は
「
年
ご
ろ
義
朝
の
不
便
に
し
て
め
し
つ
か

は
れ
け
る
紺
か
き
男
の
」
（
紺
掻
之
沙
汰
下
三
八
一
）
と
あ
り
、
紺
染
を
職
業
と
し
て
い

た
人
物
で
、
か
わ
い
が
ら
れ
て
い
た
と
い
う
の
は
、
源
氏
方
で
「
紺
」
染
の

 
 
「
今
昔
物
語
集
」
の
一
面
1
「
紺
」
を
と
お
し
て
一

需
要
も
多
か
っ
た
ら
し
く
、
と
も
か
く
源
氏
方
に
か
か
わ
り
あ
る
こ
と
を
思
わ

せ
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
東
国
の
源
氏
に
関
係
あ
る
人
物
と
い
っ
て
よ
い
。

た
だ
、
 
「
副
將
軍
薩
摩
守
忠
度
は
、
紺
地
の
錦
の
ひ
だ
㌧
れ
に
、
ひ
お
ど
し
の

亡
き
て
」
（
寓
士
川
上
三
六
七
）
「
薩
摩
守
忠
度
は
、
…
…
紺
地
の
錦
の
直
垂
に
黒

糸
お
ど
し
の
鎧
き
て
」
（
忠
度
最
後
下
一
＝
五
）
は
い
う
ま
で
も
な
く
平
家
方
。
「
三

位
中
將
は
紺
村
滋
の
直
垂
に
、
立
鳥
帽
子
ひ
き
た
て
て
お
は
し
ま
す
」
（
内
裏
女

房
下
二
四
巴
は
、
い
け
ど
り
に
な
っ
た
平
重
衡
で
平
家
方
。
な
お
、
「
越
中
次

郎
兵
衛
、
こ
の
む
装
束
な
れ
ば
、
こ
む
ら
こ
の
直
垂
に
あ
か
皮
お
ど
し
の
刷
き

て
」
（
＝
乏
懸
下
二
〇
四
）
も
熊
谷
目
が
け
て
き
た
平
家
方
。
た
だ
彼
は
侍
大
将
で

あ
り
、
他
氏
族
の
者
や
平
氏
で
も
家
柄
の
劣
っ
た
者
が
任
じ
ら
れ
た
と
い
う
。

か
つ
特
別
に
「
こ
の
む
装
束
」
と
あ
っ
て
盛
嗣
が
着
用
し
て
い
る
こ
と
を
示
し

て
い
る
の
で
平
家
方
と
し
て
は
特
殊
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
し

て
も
「
平
家
物
語
」
で
は
源
氏
方
、
関
東
武
将
が
「
紺
」
着
用
の
主
体
で
あ
っ

た
よ
う
で
あ
る
。
 
「
太
平
記
」
で
は
、
「
紺
唐
綾
ノ
鎧
二
郷
母
衣
懸
テ
、
…
…

武
者
一
騎
」
 
（
赤
坂
合
戦
脚
付
人
見
本
間
副
管
ノ
事
 
了
二
〇
〇
）
 
は
人
見
四

郎
入
道
恩
阿
の
姿
で
武
蔵
国
住
人
。
「
又
源
氏
ノ
陣
ヨ
リ
、
紺
ノ
唐
綾
威
ノ
鎧

↓
こ
（
六
波
羅
攻
事
 
丁
二
九
五
）
は
大
高
二
郎
重
成
と
い
う
源
氏
代
々
の
侍
。

「
道
幅
輪
ノ
紺
糸
ノ
鎧
一
領
引
言
フ
」
（
瓜
生
判
官
心
難
事
付
義
鑑
房
々
二
義
治
一

事
 
二
⊥
＝
六
）
は
、
新
田
方
の
脇
屋
右
衛
門
佐
が
瓜
生
判
官
に
贈
っ
た
引
出

物
で
新
田
氏
に
か
か
わ
る
物
。
 
「
脇
屋
右
衛
門
佐
ハ
、
紺
地
ノ
錦
ノ
直
垂
一
こ

（
義
貞
馬
豊
強
事
 
二
⊥
．
＝
七
）
は
新
田
方
の
武
将
。
 
「
紺
糸
ノ
冑
二
、
鍬
形

打
タ
ル
甲
ノ
緒
ヲ
縮
メ
」
 
（
大
国
左
馬
助
討
死
印
付
篠
塚
勇
力
事
 
ニ
ー
三
八
六
）

は
篠
塚
伊
賀
守
と
い
う
武
蔵
国
で
育
っ
た
新
田
方
の
武
将
。
「
楠
正
成
湊
川
ニ

テ
合
戦
ノ
引
見
シ
ニ
些
モ
不
レ
違
、
 
紺
地
錦
宵
直
垂
二
黒
糸
ノ
冑
着
テ
」
 
（
大
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森
彦
七
事
 
二
…
三
九
五
）
は
、
彦
七
の
み
た
幻
で
正
成
の
亡
霊
で
あ
る
。
正
成

は
後
醍
醐
天
皇
の
た
め
新
田
義
貞
と
共
に
奮
戦
し
た
人
物
。
「
紺
糸
ノ
鎧
二
三

ノ
母
衣
懸
テ
」
 
（
京
軍
事
 
三
一
二
四
〇
）
は
、
「
越
中
国
ノ
住
人
二
二
下
兵
庫
助

ト
申
ス
者
」
と
あ
り
、
反
足
利
尊
氏
方
。
「
紺
糸
ノ
鎧
ノ
マ
ダ
巳
ノ
刻
ナ
ル
ヲ

着
タ
ル
武
者
」
 
（
紀
州
竜
門
山
軍
事
 
三
⊥
一
八
六
）
 
は
塩
谷
伊
勢
守
と
名
乗
る

「
宮
方
ノ
侍
大
将
」
で
あ
る
と
い
う
。
 
「
我
輩
マ
デ
著
給
ヘ
ル
紺
糸
ノ
鎧
二
、

鎌
倉
殿
ノ
白
糸
ノ
鎧
ヲ
意
思
身
替
奉
リ
テ
ゾ
馨
ヘ
タ
ル
。
」
 
（
芳
賀
兵
衛
入
道

．
軍
事
 
一
一
、
1
照
 
三
八
）
は
鎌
倉
左
馬
頭
基
氏
の
御
方
の
岩
松
治
部
大
輔
着
用
の
も

の
。
こ
の
よ
う
に
「
太
平
記
」
で
「
紺
」
の
鎧
・
直
垂
を
着
用
し
て
い
る
の

は
、
．
源
氏
、
新
田
関
係
で
、
多
く
武
蔵
、
越
中
な
ど
の
武
将
で
あ
る
。
 
「
曽
我

物
語
」
で
は
、
宿
月
毛
の
馬
に
か
け
た
「
紺
の
手
綱
」
 
（
河
津
が
う
た
れ
し
事

九
〇
）
で
、
伊
東
が
嫡
子
河
津
三
郎
の
い
で
た
ち
。
「
紺
小
袴
」
 
（
富
士
野
の

狩
場
へ
の
事
 
三
一
九
）
 
「
紺
地
の
袴
の
く
～
り
ゆ
る
ら
か
に
よ
せ
さ
せ
」
 
（
悉

達
太
子
の
事
．
．
三
四
二
）
は
い
ず
れ
も
曽
我
五
郎
の
冨
士
野
の
狩
場
で
工
藤
祐
経

を
討
と
う
と
す
る
時
の
い
で
た
ち
。
東
国
の
敵
討
の
主
人
公
で
あ
る
。
 
「
義
経

記
」
で
は
「
左
衛
…
門
尉
は
、
紺
葛
の
袴
に
、
木
賊
色
の
水
干
に
」
 
（
静
若
宮
八

幡
宮
へ
参
詣
の
事
 
二
九
囲
 
）
は
鎌
倉
方
の
工
藤
祐
経
、
「
梶
原
は
紺
葛
の
袴
に
山

鳩
色
の
水
干
」
（
同
二
戸
四
）
は
同
じ
く
梶
原
景
時
。
 
「
臼
布
百
反
、
紺
の
布
百

反
」
 
（
直
江
の
津
に
て
笈
探
さ
れ
し
事
 
三
又
七
）
は
義
経
北
国
落
に
か
か
わ
る

物
で
、
源
氏
方
の
望
み
の
品
で
越
後
国
の
者
に
求
め
だ
物
。
と
い
う
よ
う
に
、

い
ず
れ
も
「
紺
」
は
源
氏
方
に
か
か
わ
っ
て
い
る
。

 
中
世
の
諸
作
品
の
「
紺
」
の
諸
例
は
、
直
垂
、
鎧
が
主
体
で
あ
り
、
袴
な
ど

で
も
武
者
の
物
に
多
い
。
そ
し
て
人
物
は
多
く
東
国
方
面
の
住
人
で
あ
り
、
，
ま

た
源
氏
関
係
の
武
将
で
あ
る
と
考
え
て
よ
い
。

四

 
以
上
、
 
「
紺
」
に
つ
い
て
ま
と
め
て
み
よ
う
。

 
上
代
で
は
、
法
令
上
（
「
紀
」
「
令
」
な
ど
）
、
主
と
し
て
低
位
の
者
、
ま

た
武
に
関
連
あ
る
官
職
の
者
の
冠
や
服
色
。

 
中
古
で
は
、
記
録
の
上
（
「
延
喜
式
」
）
で
は
、
服
忌
と
し
て
は
、
．
各
官
庁
の

低
い
役
職
の
者
、
と
く
に
武
官
関
係
に
用
い
ら
れ
る
。
貴
族
的
文
学
に
は
「
紺

瑠
璃
」
の
色
は
見
え
る
が
「
紺
」
は
殆
ど
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
な
い
。

 
こ
う
し
た
中
で
、
 
「
梁
塵
秘
抄
」
も
そ
う
で
あ
る
が
、
 
「
今
昔
」
に
は
襖
、

狩
衣
、
水
干
袴
、
水
干
の
「
紺
」
が
多
く
見
え
特
徴
的
と
言
っ
て
よ
い
。

 
中
世
に
な
る
と
、
．
「
紺
瑠
璃
」
は
減
じ
、
「
紺
」
の
襖
、
袴
と
、
あ
ら
た
に

直
垂
、
鎧
が
多
く
、
そ
れ
は
戦
記
諸
作
品
に
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

 
上
代
の
「
万
葉
集
」
「
古
事
記
」
に
は
ま
っ
た
く
見
ら
れ
ず
、
中
古
で
は

貴
族
的
作
品
に
は
と
り
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
な
人
々
。
そ
う
し
た
「
紺
」

の
人
た
ち
を
、
 
「
今
昔
」
で
は
と
く
に
服
忌
に
つ
い
て
ま
で
描
く
関
心
も
必
要

性
も
感
じ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
い
わ
れ
る
人
間
描
写
で
あ
る
に
か
か
わ
ら

ず
、
こ
れ
程
詳
細
に
表
現
し
て
い
る
の
は
、
三
章
で
み
た
よ
う
な
、
下
賎
で

田
舎
び
た
東
の
入
、
そ
し
て
武
を
こ
と
と
す
る
兵
と
い
う
階
層
の
、
そ
の
姿
に

「
今
昔
」
が
と
く
に
注
目
し
て
い
た
こ
と
の
一
つ
の
証
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。 

「
紺
」
は
こ
う
し
た
人
物
の
着
衣
の
色
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
が
、
前
述
の

よ
う
に
、
 
「
今
昔
」
で
は
こ
れ
を
「
賎
ノ
」
と
感
じ
、
 
「
増
注
」
で
も
、
中
将

階
級
の
毛
色
と
し
て
は
「
め
づ
ら
か
」
で
あ
る
と
い
い
因
常
識
的
に
は
「
い
や

し
く
も
」
と
感
じ
ら
れ
る
色
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
中
古
、
中
世
に
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か
け
て
の
貴
族
的
な
眼
に
は
こ
の
よ
う
な
情
感
を
抱
か
せ
た
よ
う
で
あ
る
。

 
こ
れ
が
、
〃
東
の
人
”
、
・
〃
兵
”
に
着
用
さ
れ
る
も
の
と
し
て
「
今
昔
」
に

は
じ
め
て
集
中
的
に
と
り
あ
げ
ら
れ
、
そ
の
後
次
第
に
、
紺
地
の
錦
の
直
垂
の

よ
う
に
武
将
の
い
で
た
ち
と
し
て
大
き
く
活
躍
す
る
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
は
、

軍
記
物
語
を
待
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
。
 
 
 
げ

 
こ
の
よ
う
な
「
紺
」
の
服
色
の
容
姿
は
「
今
昔
」
で
は
例
示
し
た
と
お
り
、

実
に
詳
細
に
描
写
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
人
物
に
強
い
関
心
を
抱
い
て
い
る
こ
と
が

う
か
が
わ
れ
る
。
広
田
氏
は
「
年
四
十
許
ナ
ル
男
ノ
」
．
（
＋
九
”
）
「
我
凶
冷
ノ

襖
一
こ
（
一
三
5
）
 
「
紺
ノ
水
戸
二
軸
キ
帷
ヲ
着
テ
」
三
八
3
7
）
の
三
例
を
あ

げ
、
こ
れ
を
「
平
家
物
語
」
巻
第
四
競
、
「
保
元
物
語
」
新
院
御
所
各
門
々

固
め
の
喰
付
け
た
り
軍
評
定
の
事
、
「
平
治
物
語
上
」
源
氏
勢
汰
へ
の
事
、
と

比
し
、
 
「
『
今
昔
物
語
集
」
の
そ
れ
は
軍
記
物
と
同
様
な
る
傾
向
が
十
分
に
見

出
し
得
る
と
い
え
る
。
し
か
し
こ
こ
に
注
意
す
べ
き
は
『
今
昔
物
語
集
」
に
於

け
る
弓
箭
兵
杖
を
中
心
と
し
た
か
く
の
如
き
例
が
こ
れ
以
外
に
は
全
然
見
当
ら

ぬ
ば
か
り
で
な
く
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
こ
れ
程
武
器
兵
器
を
詳
細
に
記
し
て

い
る
所
も
亦
な
い
と
い
う
事
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
れ
の
み
か
ら
み
て
も
『
今

昔
物
語
集
』
．
に
於
け
る
弓
箭
兵
杖
の
言
い
表
わ
し
方
は
実
に
悟
淡
と
し
た
も
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注
2
0

で
あ
っ
た
事
が
自
ず
と
判
明
し
て
く
る
で
あ
ろ
う
」
と
の
べ
ら
れ
、
こ
の
三
例

以
外
こ
れ
程
詳
し
く
描
写
し
て
い
る
例
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
三

例
す
べ
て
が
「
紺
の
水
旱
」
 
「
紺
の
襖
」
 
「
紺
の
水
旱
」
の
既
述
の
人
物
な
の

で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
三
例
以
外
で
も
「
紺
」
の
着
衣
持
物
な
ど
実
に
こ
ま

か
い
こ
と
は
前
掲
の
例
の
と
お
り
で
あ
る
。

 
い
わ
ば
、
「
紺
」
の
、
多
く
は
東
の
、
そ
し
て
兵
で
あ
る
．
人
物
に
「
今
昔
」

は
格
別
に
関
心
が
深
く
、
そ
の
容
貌
か
ら
服
か
ら
持
物
か
ら
乗
馬
ま
で
も
具
体

「
今
昔
物
語
集
」
の
一
面
一
「
紺
」
を
と
お
し
て
一

的
に
精
細
に
示
そ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
最
後
に
、
前
掲
の

三
の
①
④
の
例
を
再
び
と
り
あ
げ
て
み
た
い
。

 
信
乃
国
の
筑
摩
の
湯
と
い
う
所
の
入
が
夢
に
み
た
話
で
、
「
人
里
テ
告
テ
云
ク
、

『
明
日
ノ
午
時
二
観
音
来
リ
給
ヒ
テ
…
』
」
と
い
う
の
で
、
「
何
様
ナ
ル
姿
を
ア
来
給
い
ム

為
塑
」
と
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
そ
の
姿
を
説
明
し
た
の
が
④
の
例
で
あ
る
。

 
観
音
に
つ
い
て
、
あ
る
い
は
観
音
に
ふ
れ
て
い
る
例
は
、
 
「
今
昔
」
で
は
、

天
竺
（
一
～
五
）
に
も
震
旦
（
六
～
＋
）
に
も
見
ら
れ
る
が
、
「
本
朝
付
仏
法
」
（
＋
一
～

二
二
）
に
最
も
多
く
、
ま
た
「
本
朝
」
の
「
世
俗
」
三
＋
四
）
「
宿
報
」
（
二
＋
六
）

「
霊
鬼
」
三
レ
七
）
「
悪
行
」
三
＋
九
）
「
雑
事
」
（
三
＋
）
 
の
部
分
に
も
見
ら
れ

る
。

 
「
観
音
経
の
思
想
は
、
…
…
次
に
こ
の
観
音
の
救
済
の
方
法
が
と
か
れ
る
の

で
あ
る
が
、
観
音
は
三
十
三
身
に
変
化
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
仏
の
身
で
救

わ
れ
う
る
人
に
は
仏
の
身
で
現
わ
れ
、
菩
薩
の
身
で
救
わ
れ
う
る
人
に
は
菩
薩

の
身
で
現
わ
れ
、
女
身
で
救
わ
れ
う
る
人
に
は
馬
身
で
現
わ
れ
、
竜
身
で
も
っ

て
救
わ
れ
う
る
人
に
は
竜
身
で
現
わ
れ
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
つ
ま
り
場
所

に
応
じ
、
時
に
応
じ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
観
音
は
現
わ
れ
て
、
民
衆
を
救
済

 
 
 
 
 
 
 
 
注
2
1

す
る
と
い
う
の
で
あ
る
」
と
い
わ
れ
る
。

 
「
「
今
昔
」
に
は
霊
異
記
か
ぢ
引
用
ま
た
は
敷
貸
し
た
説
話
が
全
部
で
七
十
五

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注
2
2

ほ
ど
掲
載
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
そ
の
価
値
は
偉
大
で
あ
る
。
」
乏
あ
る
。
こ
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注
2
3

先
行
作
品
の
霊
異
記
で
は
、
観
音
菩
薩
関
係
の
話
の
う
ち
、
化
身
が
具
体
的
に

描
か
れ
て
い
る
の
は
、
「
観
音
菩
薩
を
慧
り
念
じ
、
現
量
を
得
る
縁
第
六
」

（
八
九
）
の
老
翁
（
老
公
）
、
「
観
音
の
銅
像
、
鷺
の
形
に
反
化
し
て
、
奇
し
き

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
コ
さ
ぎ

表
を
示
す
縁
中
途
、
」
三
一
兀
．
一
三
〇
）
の
鵬
、
「
孤
の
嬢
女
、
観
音
の
銅
像
に
懸

，
り
敬
ひ
、
．
寄
b
き
表
を
示
し
て
、
現
報
を
得
る
縁
 
第
．
・
一
＋
四
」
三
七
九
．
二
八
じ

、
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の
隣
の
乳
母
。
こ
れ
ら
が
化
身
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
な
お
、
「
観
音
利
益

上
町
「
9
粉
河
土
面
面
」
（
蚕
の
立
畢
ノ
行
違
「
し
⇒
丹
波
国

穴
生
観
音
」
（
一
七
三
）
の
佛
師
盛
世
、
「
◎
延
高
寺
恵
勝
融
耕
墾
礫
」
（
沢
四
）
の

僧
、
「
G
⇔
源
尊
灘
購
龍
嫌
墨
田
鋤
」
（
一
八
九
）
の
貴
キ
僧
、
「
薗
〕
新
寺
観
音
事
白
繭
雌

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
マ
マ

事
」
（
一
九
九
）
の
判
官
代
、
扁
螺
陸
国
鷹
取
融
糊
瀦
繋
之
力
」
三
〇
三
）
の
弛
、
「
㈲

貧
女
預
観
音
利
生
事
」
㎝
三
〇
九
）
の
隣
ノ
使
、
 
「
㈹
穂
積
寺
千
手
貧
女
之
利

益
」
「
（
二
一
〇
）
の
カ
ラ
ヒ
ツ
、
「
…
劉
（
欠
題
）
」
三
一
一
9
）
の
優
婆
塞
な
ど
の
化
身

が
み
ら
れ
る
。
 
嚢

 
 
「
今
昔
」
で
は
、
「
忽
二
老
タ
ル
翁
、
船
ヲ
指
テ
、
、
河
ノ
中
．
リ
出
来
テ
、
…
…
観

r
音
ノ
化
シ
テ
河
ヲ
渡
シ
給
タ
レ
バ
」
（
巻
第
＋
六
第
一
、
三
i
四
一
三
）
「
夢
二
「
貴
ク
気
高
キ
僧

、
来
テ
云
ク
『
我
レ
、
汝
ヵ
身
二
代
テ
、
多
ノ
疵
ヲ
蒙
レ
リ
。
』
」
（
第
＋
六
第
三
、
ご
下
口
二
五
）

 
「
詳
明
被
敢
タ
ル
猪
有
リ
。
 
観
音
ノ
我
ヲ
助
ヶ
ム
が
為
二
、
 
猪
二
成
り
給
ヒ
ヶ
ル
、
ニ
コ
ン
有

陸
レ
」
（
第
＋
六
第
四
＾
一
一
丁
四
二
七
．
四
二
八
）
「
鮪
師
、
此
ノ
馬
二
乗
テ
ロ
曽
塾
シ
来
ル
。
」

、
（
第
＋
六
第
五
、
三
-
四
三
〇
）
「
大
ナ
ル
毒
蛇
、
目
ハ
鏡
ノ
如
”
舛
、
舌
嘗
”
シ
、
大
海
ヨ
リ

出
一
ア
、
巌
ノ
喬
・
リ
昇
り
来
一
ア
、
鷹
取
ヲ
呑
双
ム
ト
。
…
…
観
音
ノ
蛇
ト
変
・
ソ
・
ア
我
一
助
ケ

給
フ
也
け
り
」
知
テ
、
」
（
第
＋
六
第
六
、
三
一
四
三
三
）
「
「
我
ハ
君
ノ
祖
二
被
仕
シ
女
ノ
二

恩
、
…
…
此
ノ
女
ト
思
配
ッ
ル
、
観
音
ノ
変
ジ
ー
ア
助
ケ
給
ピ
ケ
ル
也
ケ
リ
」
ト
思
フ
・
、
L

 
（
第
十
六
・
第
七
、
‘
三
-
四
三
六
．
四
三
七
）
「
隣
囚
二
冒
田
メ
ル
一
人
ノ
女
有
り
、
 
：
：
：
小
田
ー
ッ
着
タ
ル

所
ノ
衣
ヲ
脱
月
、
隣
家
ノ
使
ノ
女
二
尊
ヘ
テ
云
ク
、
…
三
見
奉
レ
バ
、
彼
ノ
使
ノ
女
二
与

ヘ
シ
所
ノ
衣
、
観
音
ノ
御
身
二
懸
タ
リ
。
・
…
…
現
二
人
ト
成
テ
」
（
第
＋
六
第
八
、
三
-
四
四
〇

 
．
四
四
一
）
、
 
「
…
…
其
二
小
サ
キ
柴
ノ
奄
ヲ
造
テ
一
人
ノ
娼
住
ヶ
リ
。
 
…
…
…
「
我
ヲ

助
溝
ム
為
二
、
娠
ト
現
ジ
給
凝
ケ
事
」
ヲ
思
フ
ニ
」
（
第
＋
六
第
九
、
「
三
-
四
四
二
．
四
四
四
）
「
其

ノ
貧
女
ノ
妹
来
テ
、
・
…
…
若
シ
、
．
此
レ
、
彼
ノ
穂
積
寺
・
千
手
観
音
ノ
我
レ
ヲ
助
溝
ム

為
二
、
妹
・
形
ト
成
テ
、
」
（
第
＋
六
第
＋
、
三
-
四
四
五
）
「
…
…
彼
ノ
池
二
戸
ヶ
・
鶏
ハ
、

実
ノ
鶏
云
非
ジ
。
 
「
観
音
ノ
変
ジ
テ
鶏
ト
成
テ
示
シ
給
比
ヶ
也
」
ト
思
が
貴
ク
悲
キ
也
。
」

（
第
＋
六
第
＋
三
、
三
-
四
四
七
西
四
八
）
、
「
而
ル
間
、
彼
・
丁
霊
が
有
ヶ
ル
所
二
、
俄
一
二

人
ノ
俗
、
杖
ヲ
突
テ
来
ル
。
 
…
…
彼
ノ
杖
ヲ
突
テ
入
レ
ル
俗
ト
云
ハ
、
造
ゾ
奉
ル
所
ノ
観

音
ノ
変
ジ
給
ヘ
ル
也
。
」
（
第
＋
六
第
＋
七
、
三
i
四
五
七
、
．
四
五
八
）
、
．
「
糸
若
ク
一
先
キ
女

房
ノ
気
高
酵
ナ
、
市
女
笠
ヲ
着
ア
、
・
：
…
「
若
シ
、
観
音
み
我
ヲ
哀
・
ア
変
ジ
テ
宣
フ
事
ニ
ャ

寒
け
ム
」
思
テ
」
 
（
第
＋
六
第
＋
八
、
三
-
四
六
一
．
咽
六
二
）
、
 
「
此
・
盲
人
ノ
所
二
塁
ノ
人

意
レ
リ
。
此
レ
、
本
・
リ
不
知
ザ
ル
人
也
。
亦
、
盲
地
ル
依
テ
、
其
・
形
ヲ
不
見
ズ
。
…

…
「
此
レ
、
観
音
ノ
変
ジ
・
ア
、
来
テ
助
ヶ
給
陸
ル
」
知
テ
、
」
（
第
＋
六
第
仕
三
、
三
-
四
七
三
）

「
源
ニ
ハ
、
海
π
シ
胡
録
ヲ
枕
上
シ
、
不
沈
が
シ
仰
ヶ
二
二
臥
妙
籾
二
、
「
枕
上
二
人
ノ
居

砂
ル
」
思
典
ヶ
。
 
…
…
而
ル
間
、
此
ノ
枕
上
二
有
ッ
ル
人
戸
失
ヌ
。
…
…
「
枕
ノ
上
㍑

人
・
、
然
バ
、
此
ノ
観
音
ノ
在
傍
」
、
思
三
」
（
第
＋
六
第
甚
、
三
幽
茜
．
四
七
五
）

「
臆
・
下
部
ト
云
フ
放
免
共
二
会
。
。
…
…
此
レ
ヲ
思
㌦
ノ
ニ
、
実
・
放
免
・
夫
二
取
㌶
、

亦
、
観
音
ノ
変
ジ
給
㌶
、
其
レ
不
知
督
返
刀
伝
ク
リ
ト
ヤ
。
」
（
第
＋
六
第
二
＋
九
、
二
f

四
八
四
、
四
八
五
）
「
其
ノ
夜
ノ
夢
二
「
気
高
ク
貴
キ
僧
出
来
一
ア
」
ト
見
・
ア
、
，
…
…
観
音
え
霊

験
、
既
、
如
此
シ
、
」
（
第
＋
六
第
世
、
三
-
四
八
七
）
、
「
僧
ノ
形
・
有
様
端
正
匹
シ
、

只
入
ト
不
思
ヘ
ズ
。
…
…
「
此
僧
ノ
形
チ
・
．
有
様
、
世
二
不
片
端
正
也
。
」
…
…
観

音
ノ
…
…
僧
ノ
形
ト
成
テ
」
（
第
二
＋
窮
二
＋
、
四
⊥
八
二
）
な
ど
が
観
音
の
化
身
を
描

い
た
例
の
よ
う
で
あ
る
。

 
「
観
音
が
あ
ら
ゆ
る
災
難
に
際
し
て
人
間
を
守
護
す
る
と
い
う
誓
願
を
持
っ

て
い
る
た
め
に
、
そ
の
性
格
は
具
体
的
な
災
難
の
種
類
に
も
応
じ
て
、
さ
ま
ざ

 
 
 
 
 
 
 
注
2
5

ま
に
展
開
し
て
ゆ
く
。
」
「
…
・
-
し
か
も
観
音
が
無
限
に
変
化
し
て
現
わ
れ
る

 
 
 
 
 
 
 
注
2
6

と
い
う
思
想
は
、
…
…
」
の
よ
う
に
、
人
々
を
救
う
た
め
に
、
あ
ら
ゆ
る
場
・

時
に
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
姿
・
形
と
な
っ
て
現
わ
れ
る
わ
け
で
、
「
日
本
霊

異
記
」
 
「
観
音
利
益
集
」
．
の
前
例
の
よ
う
な
化
身
の
姿
、
「
今
昔
」
の
前
掲
の
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よ
う
な
、
老
翁
、
貴
く
気
高
き
僧
、
狼
に
被
敢
た
猪
、
佛
師
、
蛇
、
祖
に
被
仕

し
女
の
娘
、
隣
家
の
使
の
女
、
幅
、
妹
、
鶏
、
俗
、
糸
若
く
は
低
き
女
房
、
二

人
の
人
、
枕
上
の
人
、
庁
の
下
部
と
い
う
放
免
共
、
貴
く
気
高
き
僧
、
僧
な
ど

に
化
し
た
観
音
の
姿
。
つ
ま
り
、
観
音
は
、
男
、
女
、
鳥
獣
、
そ
し
て
カ
ラ
ヒ

ツ
の
よ
う
な
品
物
ま
で
多
種
多
様
で
そ
の
場
・
時
に
最
も
適
し
た
姿
と
な
っ
て

現
わ
れ
る
。
全
般
的
に
こ
の
化
身
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
何
で
あ
る
か
を
示
す

程
度
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
場
合
が
大
半
で
あ
る
ゆ
 
「
今
昔
」
の
蛇
に
変
じ
た
例

く
ら
い
が
「
大
ナ
ル
毒
蛇
、
目
下
鏡
ノ
如
汐
ズ
、
舌
嘗
汚
シ
、
大
海
・
リ
出
デ
、
巌
・
喬

。
リ
昇
り
来
テ
、
鷹
取
ヲ
呑
奴
。
」
の
よ
う
に
、
詳
し
い
程
度
で
あ
る
。

 
こ
の
よ
う
な
中
で
、
前
記
の
「
今
昔
」
の
④
の
例
は
、
年
令
。
性
別
。
容
貌

は
影
賓
が
黒
い
。
着
衣
は
「
紺
」
の
水
旱
、
夏
毛
の
行
騰
、
白
足
袋
。
そ
れ
に
綾

藺
笠
。
持
物
は
、
節
黒
の
大
胡
録
を
背
負
い
、
革
を
巻
い
た
弓
を
持
ち
、
黒
造

の
太
刀
を
帯
び
、
さ
ら
に
葦
毛
馬
に
乗
る
。
夢
中
の
こ
と
な
が
ら
、
全
く
何
知

ら
な
い
人
の
「
伺
様
ナ
ル
姿
シ
テ
来
給
い
ム
為
”
」
と
い
う
問
に
、
そ
れ
と
一
眼
で

わ
か
る
よ
う
に
、
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
の
よ
う
に
詳
細
聖
明
に
そ
の
像
を
描
い
て
い

る
の
で
あ
る
。

 
こ
の
夢
の
告
の
観
音
と
「
貞
ヨ
リ
始
メ
テ
夢
二
云
ッ
ル
様
二
露
違
フ
事
先
シ
」
と
み

ら
れ
る
人
物
は
、
前
記
の
よ
う
に
標
準
語
で
は
な
く
東
国
方
言
、
そ
し
て
武
具

を
捨
て
て
法
師
と
な
っ
た
わ
け
で
、
狩
を
し
て
馬
か
ら
落
ち
た
と
も
言
い
、
兵

で
あ
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
「
此
レ
希
有
ノ
事
也
。
実
ノ
観
音
ノ
御
㌶
。
」

と
最
後
に
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
上
野
国
の
男
装
大
主
と
も
、
観
音
の
化
身
そ

の
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
と
い
う
。

 
「
今
昔
」
で
は
、
衣
裳
の
こ
と
な
ど
詳
し
く
は
描
か
な
い
、
ま
た
、
兵
に
つ

い
て
も
こ
の
④
の
例
を
含
め
て
の
三
例
く
ら
い
詳
し
い
描
写
は
他
に
な
い
と
言

「
今
昔
物
語
集
」
の
一
面
一
「
紺
」
を
と
お
し
て
一

わ
れ
て
い
る
の
は
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
。
私
が
調
べ
た
範
囲
で
は
観
音
の
化

身
が
こ
の
例
く
ら
い
克
明
な
も
の
も
な
い
。

 
こ
の
よ
う
な
「
今
昔
」
の
中
で
、
「
紺
」
の
水
旱
」
襖
、
狩
衣
の
い
ず
れ
も

が
例
文
で
も
わ
か
る
よ
う
に
、
④
と
同
じ
く
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
の
⑩
の
例

の
よ
う
に
詳
し
い
容
姿
の
描
写
を
し
て
い
る
。

 
こ
の
「
紺
」
に
よ
る
人
物
は
、
そ
の
色
自
体
が
上
代
か
ら
下
位
の
者
の
冠
・

服
に
関
連
あ
る
も
の
で
、
「
今
昔
」
で
も
「
賎
」
と
感
じ
ら
れ
て
お
り
、
か
つ

服
の
種
類
が
低
い
身
分
の
、
と
く
に
武
に
関
係
す
る
者
の
着
衣
で
あ
っ
た
。
さ

ら
に
④
は
も
と
よ
り
、
そ
の
他
の
例
も
東
国
関
係
の
人
物
で
、
そ
れ
は
中
世
の

例
で
も
同
様
で
あ
り
、
「
梁
塵
秘
抄
」
が
そ
れ
を
端
的
に
語
っ
て
い
る
。

 
い
わ
ば
、
こ
う
し
た
東
の
入
、
下
位
の
者
、
兵
、
と
い
っ
た
階
層
の
人
た
ち

が
「
紺
」
の
主
役
で
あ
っ
た
。

．
こ
の
よ
う
な
人
物
を
「
実
・
観
音
・
御
㌶
」
と
い
う
観
音
の
化
身
と
結
び
つ

け
る
、
観
音
は
慈
悲
を
も
っ
て
あ
ま
ね
く
衆
生
を
救
う
、
つ
ま
り
大
衆
の
心
の

よ
り
ど
こ
ろ

 
拠
 
、
 
信
仰
の
的
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
観
音
に
「
紺
」
の
人
物
を
結
び

つ
け
て
い
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

 
こ
の
④
の
例
で
も
「
夜
明
テ
後
、
普
ク
其
ノ
里
・
人
二
見
・
事
ヲ
告
ゲ
週
シ
語
り
令

聞
ム
。
」
と
あ
り
、
夢
を
見
た
者
が
里
人
に
告
げ
次
々
と
こ
の
話
が
ひ
ろ
め
ら

れ
て
ゆ
く
。
「
然
レ
バ
、
此
ヲ
聞
キ
次
テ
、
此
ノ
湯
二
人
集
ル
事
先
限
シ
。
」
と
い
う

程
大
衆
が
参
集
し
た
と
い
う
。
民
衆
の
信
仰
心
に
み
つ
め
ら
れ
る
焦
点
と
し
て

の
観
音
が
「
紺
」
着
用
の
姿
な
の
で
あ
る
。
高
貴
な
身
分
と
は
か
け
は
な
れ
た

兵
、
優
雅
な
都
か
ら
は
る
か
に
遠
い
鄙
の
東
の
、
そ
れ
は
鎧
、
直
垂
の
威
厳
あ

る
武
将
の
装
束
に
い
た
る
過
程
の
、
「
賎
」
の
襖
や
水
干
、
狩
衣
の
「
紺
」
の

人
た
ち
と
同
じ
姿
で
あ
る
。
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「
今
昔
」
が
、
こ
う
し
た
階
層
の
「
紺
」
の
人
々
の
姿
を
克
明
に
描
き
、
最

も
大
衆
に
信
仰
厚
い
観
音
の
化
身
と
し
て
と
り
上
げ
、
そ
れ
故
に
次
か
ら
次
へ

と
語
り
伝
え
ら
れ
て
ゆ
く
で
あ
ろ
ヶ
こ
と
を
考
え
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
こ
と

を
思
う
と
、
「
今
昔
」
が
こ
う
し
た
階
層
、
つ
ま
り
、
東
国
の
、
兵
の
、
そ
れ

に
関
心
を
強
く
抱
い
て
お
り
、
意
欲
的
に
描
こ
う
と
し
た
こ
と
が
う
か
が
え
る

の
で
あ
る
。

 
「
今
昔
物
語
集
」
は
、
貴
族
的
文
学
の
世
界
で
は
、
か
か
わ
り
も
少
な
く
、

ま
し
て
関
心
も
な
か
っ
た
よ
う
な
、
こ
う
し
た
庶
民
の
中
の
、
新
し
い
、
そ
れ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ロ
も
と

は
申
世
に
擁
上
し
て
く
る
勢
力
の
元
の
姿
を
す
で
に
捉
え
、
未
知
の
者
に
対
す

る
眼
を
輝
か
し
て
、
実
に
詳
し
く
描
い
て
み
せ
た
、
そ
う
い
う
意
欲
を
も
っ
た

作
品
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
 
（
5
8
・
9
・
1
2
）

注1234567

物
語
文
学
と
説
話
文
学
の
一
面
i
〃
平
安
的
な
色
〃
を
通
し
て
一
（
古

代
文
化
 
3
4
巻
 
1
2
号
 
昭
5
7
・
1
2
）

小
著
「
日
本
文
学
色
彩
用
語
集
成
-
中
古
」
 
（
笠
間
書
院
 
昭
5
2
・

4
）
の
「
こ
ん
〔
紺
〕
」
の
項
に
全
用
例
が
あ
げ
て
あ
る
。

小
著
「
日
本
文
学
色
彩
用
語
集
成
一
止
代
一
」
」
 
（
笠
間
書
院

昭
5
5
・
3
）
の
「
こ
ん
〔
紺
〕
」
の
項
に
全
用
例
が
あ
げ
て
あ
る
。

「
制
服
 
無
位
。
…
黄
抱
。
…
家
人
奴
脾
。
橡
墨
衣
。
」
 
（
衣
服
三

二
十
九
、
三
五
三
頁
）
「
律
 
令
」
 
（
岩
波
書
店
 
一
九
七
七
・
三
）

注
3
の
小
著
の
「
こ
ん
〔
紺
〕
」
の
項
の
中
の
⑧
の
記
号
の
部
分
に

全
用
例
が
あ
げ
て
あ
る
。

「
紺
色
の
瑠
璃
も
さ
す
が
、
ま
た
、
そ
の
色
即
ち
紺
青
の
ご
と
き
色
を

い
う
」
と
あ
る
（
色
名
大
辞
典
 
創
元
社
 
昭
2
9
・
1
2
）

小
著
「
日
本
文
学
色
彩
用
語
集
成
；
三
世
1
」
 
（
笠
間
書
院
 
昭
5
0
・

818 17・16 15 14 13 12 11 10 920 192123 2226 25 24

3
）
の
「
こ
ん
〔
紺
〕
」
の
項
に
全
用
例
が
あ
げ
て
あ
る
。

「
歴
世
服
飾
考
」
（
故
実
叢
書
）
（
明
治
図
書
出
版
株
式
会
社

6
）
一
四
九
頁

注
8
と
同
書
 
 
一
四
九
頁

注
8
と
同
書
 
 
一
八
九
頁

河
鰭
実
英
「
有
職
故
実
ト

注
8
と
同
書
 
二
七
二
頁

注
8
と
同
書
 
二
七
四
頁

注
1
1
と
同
書
 
一
＝
一
頁

「
今
昔
物
語
集
 
五
」

「
日
本
文
学
史

注
8
と
同
書
 
一
五
〇
頁

「
三
皇
正
統
記
 
増
鏡
」

（
塙
書
房
昭
5
・
7
）
一
 
一
頁

昭
2
7
・

 
 
（
岩
波
書
店
 
昭
3
8
・
3
）
五
-
一
一
五
頁
頭
注

中
古
」
（
至
文
堂
 
昭
3
0
・
5
）
四
七
九
・
四
八
○
頁

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
岩
波
書
店
昭
4
7
・
3
）
三
一
五
頁
頭
注

に
底
本
に
は
「
こ
ん
む
ら
さ
き
」
と
あ
る
と
い
う
か
ら
、
紫
を
濃
く
染

め
て
、
そ
れ
が
紺
の
よ
う
に
見
え
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

注
9
と
同
じ

『
今
昔
物
語
」
に
み
る
武
器
（
二
）
一
物
語
に
み
る
表
わ
れ
方
i
（
古
典

評
論
第
4
号
昭
4
3
・
7
）

望
月
信
成
 
佐
和
隆
研
 
梅
原
猛
「
仏
嫁
 
心
と
か
た
ち
」
 
（
日
本
放

送
出
版
協
会
 
昭
5
3
・
1
1
）
所
収
「
変
化
の
仏
i
観
音
菩
薩
像
」

「
日
本
霊
異
記
」
 
（
岩
波
書
店
 
昭
4
2
・
3
）
三
八
頁

注
2
2
の
、
上
第
六
、
第
十
七
、
第
三
十
一
、
中
第
十
七
、
第
三
十
四
、

第
三
十
六
、
第
三
十
七
、
下
第
七
な
ど
。

近
藤
喜
博
校
「
中
世
神
佛
説
話
」
 
（
古
典
文
庫
 
昭
2
5
・
9
）

注
2
1
と
同
書
 
一
六
五
頁

注
2
1
と
同
書
 
一
九
二
頁

「
今
昔
物
語
集
」
以
下
引
用
の
諸
作
品
は
日
本
古
典
文
学
大
系
本

店
）
に
よ
る
。

（
岩
波
書

（62）


